
 

昨今、保育現場においては、統合保育が行われることが多く、発達障がいが疑われるが診断がついていないケース、いわゆるグレー

ゾーンの子ども達の対応に苦慮することが増えています。そのため、インクルーシブ教育の理念を理解して保育現場や特別支援教育の

現状やニーズに対応できる人材の養成を目的とした学内独自の認定資格を設けます。 

この資格は「自閉スペクトラム症、ADHD などの発達障がいのほか、行動面などにおいて配慮すべき特性のある子どもへの対応」

と「インクルーシブ教育（保育）」に視点を当てます。（※障害名は発達障害者支援法に準拠） 

また、この地域に多い外国人、生活に必要な日本語の習得に困難のある子どもの支援も対象とします。 
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＜取得できるコース＞ 

岡崎女子大学子ども教育学部子ども教育学科 

「幼児教育・保育コース」 

岡崎女子大学子ども教育学部子ども教育学科 

「幼児教育・保育コース」では 

保育士資格 

＋ 

幼稚園教諭一種免許状 

＋ 

インクルーシブ教育士 

の３つの資格取得が可能！ 

現場のニーズに対応できる保育者を 

目指せます！ 


